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(57)【要約】
　エラストマー性スチレンブロック共重合体（ＳＢＣ）組成物が提供される。この組成物
は、１以上のＳＢＣ、及び１以上のＳＢＣのスチレン末端ブロックと相溶性の１以上の重
合体を含み、ブロック共重合体組成物は物理的及び化学的に架橋されており、ここで、化
学的な架橋はＳＢＣの鎖間の共有結合であり、物理的な架橋は、１以上のＳＢＣのスチレ
ン系末端ブロックとスチレン系末端ブロックと相溶性の１以上の重合体の間の非共有結合
相互作用である。ブロック共重合体組成物は、手術用手袋などの浸漬製品を形成するのに
有用である。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　１以上のスチレン系ブロック共重合体（ＳＢＣ）、及び１以上のＳＢＣのスチレン系末
端ブロックと相溶性の１以上の重合体を含むエラストマー性スチレン系ブロック共重合体
組成物であって、
　当該ブロック共重合体組成物は、物理的及び化学的に架橋されており、
　当該化学的な架橋はＳＢＣの鎖間の共有結合を含み、かつ、
　当該物理的な架橋は、１以上のＳＢＣのスチレン系末端ブロックと前記末端ブロックと
相溶性の１以上の重合体の間の非共有結合相互作用を含む、
スチレン系ブロック共重合体組成物。
【請求項２】
　１以上のＳＢＣ、１以上のＳＢＣの１以上のポリスチレン末端ブロックと相溶性の１以
上の重合体、及び、１以上のＳＢＣの鎖間に共有結合を誘導できる１以上の架橋剤を含む
、エラストマー性スチレン系ブロック共重合体組成物。
【請求項３】
　１以上のＳＢＣ、及び１以上のＳＢＣのスチレン系末端ブロックと相溶性の１以上の重
合体を含む相溶性重合体混合物であって、
　当該相溶性重合体混合物は、物理的及び化学的に架橋されており、
　当該化学的な架橋はＳＢＣの鎖間の共有結合を含み、かつ、
　当該物理的な架橋は、１以上のＳＢＣのスチレン系末端ブロックと前記末端ブロックと
相溶性の１以上の重合体の間の非共有結合相互作用を含む、
相溶性重合体混合物。
【請求項４】
　１以上のＳＢＣ、１以上のＳＢＣの１以上のポリスチレン末端ブロックと相溶性の１以
上の重合体、及び、１以上のＳＢＣの鎖間に共有結合を誘導できる１以上の架橋剤を結合
する工程を含むＳＢＣ組成物を製造する方法。
【請求項５】
　１以上のＳＢＣのエラストマー性中間ブロックと適合性のある１以上の可塑剤及び／又
は可撓化剤をさらに含む、請求項１若しくは請求項２に記載の組成物、請求項３に記載の
混合物、又は請求項４に記載の方法。
【請求項６】
　前記１以上のＳＢＣは、独立して、完全に不飽和の、部分的に不飽和の、又は完全に飽
和のエラストマー性中間ブロックを含む、請求項１、２若しくは５のいずれか一項に記載
の組成物、請求項３若しくは５のいずれか一項に記載の混合物、又は請求項４若しくは５
のいずれか一項に記載の方法。
【請求項７】
　前記１以上のＳＢＣは、完全に飽和のエラストマー性中間ブロックを含み、当該完全に
飽和のエラストマー性中間ブロックは、放射線にさらされた場合、例えば、電子線照射を
受けた場合に切断可能である、請求項１、２、５若しくは６のいずれか一項に記載の組成
物、請求項３、５若しくは６のいずれか一項に記載の混合物、又は請求項４～６のいずれ
か一項に記載の方法。
【請求項８】
　前記１以上のＳＢＳは、ＳＩＳ、ＳＢＳ、ＳＩＢＳ、S-イソブチレン-S、ＳＥＢＳ、Ｓ
ＥＰＳ、ＳＥＥＰＳ、又は、中間ラバーブロックにグラフトされた反応性基、例えば、カ
ルボン酸、アミン、アルコール、マレイン酸無水物、エポキシ、イソシアン酸塩及びアジ
リジン並びにこれらの組合せで官能基化されたＳＢＣからなる群から選択される、請求項
１、２若しくは５～７のいずれか一項に記載の組成物、請求項３若しくは５～７のいずれ
か一項に記載の混合物、又は請求項４～７のいずれか一項に記載の方法。
【請求項９】
　前記１以上のＳＢＣは、100,000g/molを超える分子量（Ｍｎ）である、請求項１、２若



(3) JP 2020-523472 A 2020.8.6

10

20

30

40

50

しくは５～８のいずれか一項に記載の組成物、請求項３～８のいずれか一項に記載の混合
物、又は請求項４～８のいずれか一項に記載の方法。
【請求項１０】
　前記少なくとも１のＳＢＣは、炭素－炭素二重結合のような反応性官能基を含むエラス
トマー性中間ブロックを有する、請求項１、２若しくは５～９のいずれか一項に記載の組
成物、請求項３～９のいずれか一項に記載の混合物、又は請求項４～９のいずれか一項に
記載の方法。
【請求項１１】
　前記相溶性重合体の数平均分子量（Ｍｎ）は10,000g/mol未満であり、より好ましくは
、3,000g/mol未満である、請求項１、２若しくは５～１０のいずれか一項に記載の組成物
、請求項３～１０のいずれか一項に記載の混合物、又は請求項４～１０のいずれか一項に
記載の方法。
【請求項１２】
　前記相溶性重合体は幅広い分子量の多分散性指数を有し、例えば、２．０を超える、３
．０を超える、４．０を超える、又は５．０を超える、請求項１、２若しくは５～１１の
いずれか一項に記載の組成物、請求項３～１１のいずれか一項に記載の混合物、又は請求
項４～１１のいずれか一項に記載の方法。
【請求項１３】
　前記相溶性重合体は、ポリスチレン樹脂、クマロン－インデン樹脂、ポリインデン樹脂
、ポリ（メチルインデン）樹脂、ビニルトルエン－αメチルスチレン樹脂、αメチルスチ
レン樹脂、ポリフェニレンエーテル、αメチルスチレンやパラメチルスチレンのようなア
ルキルアレーン単量体の共重合体、ロジンエステル、スチレン化テルペン類、ポリテルペ
ン類、テルペンフェノール類、及びこれらの混合物からなる群から選択される、請求項１
、２若しくは５～１２のいずれか一項に記載の組成物、請求項３～１２のいずれか一項に
記載の混合物、又は請求項４～１２のいずれか一項に記載の方法。
【請求項１４】
　前記少なくとも１のＳＢＣは、化学的な架橋を可能にする二重結合をそのエラストマー
性中間ブロック中に含み、かつ、前記１以上の相溶性重合体は、ポリスチレン樹脂、クマ
ロン－インデン樹脂、ポリインデン樹脂、ポリ（メチルインデン）樹脂、ビニルトルエン
－αメチルスチレン樹脂、αメチルスチレン樹脂、ポリフェニレンエーテル、αメチルス
チレンやパラメチルスチレンのようなアルキルアレーン単量体の共重合体、ロジンエステ
ル、スチレン化テルペン類、ポリテルペン類、テルペン フェノール類、及びこれらの混
合物からなる群から選択され、当該ＳＢＣは100,000g/molを超える分子量（Ｍｎ）を有し
、かつ、当該相溶性重合体は10,000g/mol未満の分子量（Ｍｎ）を有する、請求項１、２
若しくは５～１３のいずれか一項に記載の組成物、請求項３～１３のいずれか一項に記載
の混合物、又は請求項４～１３のいずれか一項に記載の方法。
【請求項１５】
　前記架橋剤は、トリメチロールプロパントリアクリレート（ＴＭＰＴＡ）、トリメチロ
ールプロパントリメタクリレート（ＴＭＰＴＭＡ）、エポキシアクリレート、ウレタンア
クリレート、トリアリルシアヌレート、トリアリルイソシアヌレートなどの多官能性アク
リレート、1,8-ジメルカプト-3,6-ジオキサオクタン、トリメチロールプロパントリス(3-
メルカプトプロピオネート)、ペンタエリスリトールテトラキス(3-メルカプトプロピオネ
ート)、エトキシ化トリメチロールプロパントリ(3-メルカプトプロピオネート)などの官
能性チオール、及び、ビニル基又はアリル基を有する他の多機能化合物、並びにこれらの
混合物からなる群から選択される、請求項２及び５～１４のいずれか一項に記載の組成物
又は請求項４～１４のいずれか一項に記載の方法。
【請求項１６】
　前記架橋剤は、金属塩、有機アミン、有機ジアミン、及び有機ポリアミンからなる群か
ら選択されるアミン架橋剤、又はポリオールである、請求項２及び５～１４のいずれか一
項に記載の組成物又は請求項４～１４のいずれか一項に記載の方法。
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【請求項１７】
　前記架橋剤は、従来の硫黄、金属酸化物、及びゴムの加硫に一般的に用いられる促進剤
から選択される、請求項２及び５～１４のいずれか一項に記載の組成物又は請求項４～１
４のいずれか一項に記載の方法。
【請求項１８】
　前記架橋剤は、主鎖にエーテル又はエステル基を含む、ジチオール、トリチオール及び
テトラチオール分子から選択される、請求項２及び５～１４のいずれか一項に記載の組成
物又は請求項４～１４のいずれか一項に記載の方法。
【請求項１９】
　前記組成物は、例えば紫外線、電子線、ガンマ線又はＸ線などの放射線の照射により架
橋される、請求項５～１８のいずれか一項に記載の方法。
【請求項２０】
　前記架橋反応は、ラジカル型光開始剤の１つ又は混合物によって開始又は促進される、
請求項５～１９のいずれか一項に記載の方法。
【請求項２１】
　前記架橋光開始剤は、モノアシルホスフィンオキシド、ビスアシルホスフィンオキシド
、2,4,6-トリメチルベゾイルジフェニルホスフィンオキシドのようなアシルホスフィンオ
キシド、又は、2-ヒドロキシメチル-1-フェニルプロパノン、ベンゾイルギ酸メチル及び
フェニルグリオキシル酸メチルエステルのようなその他のものからなる群から選択される
、請求項２０に記載の方法。
【請求項２２】
　前記可塑剤は、ＳＢＣの中間ブロック（エラストマー性ブロック）と適合性のある液体
飽和ポリオレフィン又はその混合物を含む、請求項５～１８のいずれか一項に記載の組成
物、請求項３～１４のいずれか一項に記載の混合物、又は請求項５～２１のいずれか一項
に記載の方法。
【請求項２３】
　前記可塑剤は、可塑化油、好ましくは鉱物可塑化油、特にパラフィン性若しくはナフテ
ン性の化合物又はそれらの混合物から形成される液体飽和炭化水素の精製混合物から形成
される鉱物油を含む、請求項５～１８若しくは２２のいずれか一項に記載の組成物、請求
項３～１４若しくは２２のいずれか一項に記載の混合物、又は請求項５～２２のいずれか
一項に記載の方法。
【請求項２４】
　前記可撓化剤は、ポリブタジエン、ポリイソプレン、ポリイソブテン、プロピレン及び
エチレンのアモルファスポリオレフィン共重合体、ブチルゴム、並びにエラストマーブロ
ックとの十分な適合性を有することが知られている他のエラストマーから選択される、請
求項５～１８、２２若しくは２３のいずれか一項に記載の組成物、請求項３～１４、２２
若しくは２３のいずれか一項に記載の混合物、又は請求項５～２３のいずれか一項に記載
の方法。
【請求項２５】
　潤滑剤、帯電防止剤、一次及び二次酸化防止剤、着色剤又は処理剤などの、ポリマー業
界、特に手袋業界で従来使用されている他の補助剤をさらに含む、請求項１、２、５～１
８若しくは２２～２４のいずれか一項に記載の組成物、請求項３～１４若しくは２２～２
４のいずれか一項に記載の混合物、又は請求項４～２４のいずれか一項に記載の方法。
【請求項２６】
　請求項１、２、５～１８、若しくは２２～２５のいずれか一項に記載の少なくとも１の
ＳＢＣ組成物、又は請求項３～１４若しくは２２～２５に記載の混合物から、浸漬製品を
製造する方法であって、製造される浸漬製品の外形に対応する外側型を、事前に特定可能
な期間、１以上のＳＢＣ組成物又は相溶性重合体混合物を含む浸漬溶液に浸漬し、その後
、前記浸漬製品を前記溶液から取り出し、乾燥する、方法。
【請求項２７】
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　乾燥させた製品を放射線、好ましくは電子線照射にさらすことをさらに含む請求項２６
に記載の方法。
【請求項２８】
　１以上のＳＢＣ組成物又は相溶性重合体混合物を含む薄膜であって、当該薄膜は、ASTM
 3577に従って評価した場合、１７ＭＰａを超える引張強度を有し、当該薄膜は実質的に
有機溶媒に不溶である、薄膜。
【請求項２９】
　前記膜は、約１０ミクロン～約５００ミクロンの厚さである請求項２８に記載の薄膜。
【請求項３０】
　前記膜の少なくとも８０％、又は９５％が有機溶剤に不溶である請求項２８又は２９に
記載の薄膜。
【請求項３１】
　薄膜であって、請求項１、２、５～１８若しくは２２～２４のいずれか一項に記載の１
以上のＳＢＣ組成物、又は請求項３～１４若しくは２２～２４のいずれか一項に記載の相
溶性重合体混合物を含む、薄膜。
【請求項３２】
　前記膜は、約１０ミクロン～約５００ミクロンの厚さである請求項３１に記載の薄膜。
【請求項３３】
　前記膜は、約１５０ミクロン～約２５０ミクロンの厚さである請求項３１に記載の薄膜
。
【請求項３４】
　前記薄膜は、ASTM 3577に従って評価した場合、１７ＭＰａを超える引張強度を有し、
前記薄膜は実質的に有機溶媒に不溶である請求項３０～３３のいずれか一項に記載の薄膜
。
【請求項３５】
　多層膜であって、当該多層膜は１以上の層を含み、当該１以上の層は、請求項１、２、
５～１８若しくは２２～２５のいずれか一項に記載のＳＢＣ組成物、又は請求項３～１４
若しくは２２～２５のいずれか一項に記載の相溶性重合体混合物を含む、多層膜。
【請求項３６】
　多層膜であって、当該多層膜は１以上の層を含み、当該１以上の層はＳＢＣ組成物又は
相溶性重合体混合物を含み、当該組成物又は相溶性重合体混合物は少なくとも１７ＭＰａ
の引張強度を有し、当該組成物又は相溶性重合体混合物は実質的に有機溶媒に不溶である
、多層膜。
【請求項３７】
　多層膜であって、当該多層膜は、請求項２８～３４のいずれか一項に記載のいくつかの
薄膜を含む多層膜。
【請求項３８】
　前記１以上の層は、天然ゴム、ポリブタジエン、ポリイソプレン、ポリクロロプレン、
ブチルゴム、ポリウレタン、アクリル酸重合体及び共重合体、シリコーンエラストマー、
他のＳＢＣ、環状ブロック共重合体（ＣＢＣ）並びにそれらの混合物からなる群から選択
される、請求項３５～３７のいずれか一項に記載の多層膜。
【請求項３９】
　製造物品であって、請求項１、２、５～１８、若しくは２２～２５のいずれか一項に記
載の１以上のＳＢＣ組成物、又は請求項３～１４若しくは２２～２５のいずれか一項に記
載の相溶性重合体混合物を含む、製造物品。
【請求項４０】
　前記物品は、医療用手袋、コンドームなどの医療機器、又は実験室用手袋や清潔な工業
用手袋などの個人用保護具である、請求項３９に記載の製造物品。
【発明の詳細な説明】
【発明の分野】
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【０００１】
　この開示は、物理的及び化学的に架橋されたスチレン系ブロック共重合体に関する。こ
の共重合体は、弾性浸漬製品、例えば手袋及びコンドームの製造に有利である。
【０００２】
背景技術
　薄肉弾性浸漬製品は、伝統的に、天然ゴム（ＮＲ）、ポリクロロプレン（ＣＲ）、ポリ
イソプレン（ＩＲ）、ポリウレタン（ＰＵ）、ニトリルブタジエンゴム（ＮＢＲ）、スチ
レン系ブロック共重合体（ＳＢＣ）、これらの混合物、又はこれらの積層体で作られてい
る。
【０００３】
　天然ゴムは、優れた性能を発揮する天然物であることから、このような用途に使用され
る。しかし、即時型過敏症（１型アレルギー）の原因となる感作タンパク質の存在により
、その使用が制限されている。この欠点に対応するために、代替手段として合成材料が開
発された。
【０００４】
典型的な処理
　薄肉弾性膜は、通常、水分散液（ラテックス）又は１以上の適当な溶媒の溶液のいずれ
かであってもよい重合体の液体混合物に、適切な形状の型を浸漬することにより、所期の
用途（手袋、コンドーム、その他）に成形される。硬い膜は、水又は他の溶媒の蒸発後に
形成される。
【０００５】
　材料の機械的及び化学的特性、弾性並びに耐久性が強化された性能は、架橋メカニズム
により達成される。加硫は、ＮＲやＩＲのようなほとんどのエラストマー材料の伝統的な
化学架橋機構である。加硫は、ある重合体鎖と別の重合体鎖を連結する硫黄共有結合を作
成する。しかし、硫黄のみによる加硫は、長すぎる反応条件と非常に高い温度が必要であ
ることから、「促進剤」のような化学添加物が加えられる。促進剤には多くの種類があり
、通常、以下の群に分類される：チアゾール、カルバメート、グアニジン、チオ尿素及び
チウラム。加硫の速度及び性能を最適化するために、異なる群から選択された異なる促進
剤の混合物を使用することが一般的である。
【０００６】
　硫黄は共有結合で重合体のネットワークに組み込まれるが、促進剤は組み込まれない。
ポリイソプレン製の手袋の典型的な組成は、最大で２％の促進剤を含んでよい。促進剤分
子は水への溶解性が低く、洗浄で手袋から除去することはできない。また、それらは、そ
のゴムとの限られた互換性のためにやがて膜の表面に「ブルーム」となるかもしれない。
促進剤も強力な皮膚感作性物質で、アレルギー性接触皮膚炎（遅延型過敏症、４型）を引
き起こす可能性がある。
【０００７】
製品の性能
　通常、材料、配合条件及び薄肉膜への変換プロセスの組合せが、得られる製品の性能を
定める。
【０００８】
　ＮＲ、ＣＲ、ＩＲ及びＮＢＲは、より一般的なエラストマーで、それらはすべて、格子
としても知られる水分散液から薄肉膜に変換される。しかし、格子で作られた薄肉膜は、
得られる製品が時々ピンホールを有する傾向があるという欠点がある。多くの場合、直径
がマイクロメートルのオーダーのこれらのピンホールは、除去が困難なラテックス中の低
濃度の不純物の結果で、方法が不均一系（分散液）を膜に変換することの結果であるかも
しれない。膜を構成するすべてのラテックス粒子が、互いに完全に融合し、隙間のない連
続膜を形成することができないことに起因する可能性があるゴム中には、いくつかの固有
の微小孔が存在する。天然のタンパク質（ＮＲに存在）及びラテックスの安定化と製造プ
ロセスで使用される化学物質（界面活性剤、主に合成重合体の場合）は、融合を阻止する
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傾向がある。
【０００９】
　有利なことに、他のいくつかの合成重合体は、炭化水素溶媒のような溶媒に溶解し、真
の溶液を形成することができる。よって、溶媒キャスト技術は、極めて高い品質が求めら
れ、微小孔がほとんどない膜の製造に魅力的である。ピンホールが存在する可能性もより
低くなる。
【００１０】
　マルチブロックゴム共重合体、特にスチレン系ブロック共重合体（ＳＢＣ）は、浸漬に
利用できる好ましい粘度の溶液を形成することができるため、溶媒キャスティングに用い
るのに特に適している。
【００１１】
スチレン系ブロック共重合体
　ＳＢＣは、ゴムの機械的特性と熱可塑性樹脂の加工特性を有する熱可塑性エラストマー
に分類される。これらの特性は、その分子構造に起因する。ＳＢＣは少なくとも３つのブ
ロックから成り、それは、通常は２つの硬いポリスチレン末端ブロックと１つの柔らかい
エラストマー（ポリブタジエン、ポリイソプレン－水素添加又は非水素添加）中間ブロッ
クである。より一般的なＳＢＣは、スチレン－エチレン／ブチレン－スチレン（ＳＥＢＳ
）、スチレン－ブタジエン－スチレン（ＳＢＳ）及びスチレン－イソプレン－スチレン（
ＳＩＳ）のような直鎖状３ブロック共重合体であるが、他のアーキテクチャ（たとえば、
３以上のブロックで構成される共重合体）及び他の構造（星形又は放射状）も可能である
。
【００１２】
　硬いブロックと柔らかいブロックは非混和性であることから、顕微鏡スケールでは、ポ
リスチレンブロックはゴムのマトリックス中で別のドメインを形成する。したがって、Ｓ
ＢＣは、それぞれのホモポリマーに特有の２つのガラス転移温度（Ｔｇ）を示す（例えば
、ポリスチレン末端ブロックが９０～１００℃でゴム状中間ブロックがポリブタジエンの
場合約－９０℃）。
【００１３】
　真の溶液から製造される利点に加え、ＳＢＣは、各ゴム状ブロックの両末端にポリスチ
レンセグメントを有し、これらの硬いドメインは多機能接合点として機能して、従来の加
硫ゴムと多くの点で類似する「物理的に」架橋されたエラストマーネットワークを作り出
すことから、硫黄のような化学架橋や促進剤を使用することなく、高い機械的性能を有す
る弾性膜を形成することができる。
【００１４】
　最後に、これらのエラストマーに適切な可塑剤を有利に配合することができ、例えば、
手術用手袋に必要とされる、引張強度、弾性及び触覚の望ましい組合せを提供する。
【００１５】
　極限破断力及び引張強度は、コンドーム又は手袋のような薄肉延伸膜の性能を評価する
上で重要な要素で、国際基準に従って評価される必要がある。また、手術用手袋は、長時
間にわたって、高い感度を提供すると同時に、着用者の手を圧迫しない必要がある。手の
圧迫を防ぐためには、１．０ＭＰａ未満、理想的には０．７ＭＰａ未満の１００％伸び率
が好ましい。
【００１６】
　可塑剤が適切に配合されることにより、ＳＢＣは、すべての国際規格を満たすことがで
き、ＮＲＬ、ＣＲ、ＩＲのような他のエラストマーと同等の、そして、多くの場合には優
れた、柔軟性及び機械的特性を達成することができる。これは、この材料が、促進剤やピ
ンホールといったラテック系のエラストマーの欠点を回避しながら、他のエラストマーと
同等であるか、又は優れた方法で機械的に機能できることを意味する。
【００１７】
　要約すると、ＳＢＣは、天然ゴムタンパク質を含まない合成ゴム、促進剤を含まないこ
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と、柔らかさ、ピンホールや水分補給がほとんどない極めて高い品質の膜といった優れた
特性を提供する、医療用手袋のような薄肉膜用途での使用に特に適している。
【００１８】
　手術用手袋に適したＳＢＣの組成は、２以上のＳ－ＥＢ－Ｓブロック共重合体の組合せ
を開示する欧州特許出願公開０４８８０２１号明細書、及び１つのＳ－ＥＢ－Ｓブロック
共重合体と１つのＳ－ＥＰ－Ｓ－ＥＰブロック共重合体の組合せを開示する欧州特許出願
公開１４７２３１５号明細書に記載されている。
【００１９】
スチレン系ブロック共重合体の限界
　上記特許に記載されているＳＢＣで製造された製品には重要な欠点がある。ネットワー
クが化学的架橋ではなく物理的架橋のみで形成されているため、ある種の有機溶媒と接触
すると、ガラス状のポリスチレンドメインは、柔らかくなり、凝集力を失う。
【００２０】
　例えば、ＳＢＣ製の手術用手袋は、有機溶剤と直接接触すると破壊される。医療分野で
は、いくつかの有機溶媒や「攻撃的な」化学物質が使用される可能性がある。ある例は、
関節形成術で使用される未硬化の骨セメント中に存在するメタクリル酸メチルモノマー（
ＭＭＡ）である。ＭＭＡのハンセン溶解度パラメーターは１７．９ＭＰａ１／２で、ＰＳ
（１８．６）に近い値である。別の例は、コロジオンのようないくつかの調製物で溶媒と
して使用されるジエチルエーテルである。これらの溶媒に対する弱い耐薬品性は、外科用
手袋に使用するこの種のエラストマーの重要な限界である。
【００２１】
　エラストマー相の鎖同士をつなぎ合わせて不溶性とする恒久的な共有結合による化学ネ
ットワークを追加することにより、物理ネットワークを強化することができる。一例が、
Deckerら、Journal of Applied Polymer Science, vol. 77, 1902-1912, 2000に記載され
ており、ラジカル型光開始剤の存在下でＵＶ照射により架橋された、市販のＳＢＳとＳＩ
Ｓのトリブロック共重合体を使用する。架橋処理は、ポリブタジエン又はポリイソプレン
不飽和物と共重合できるアクリレート又はチオール単量体のような多官能性有機分子の添
加により著しく加速されてもよい。
【００２２】
　しかし、２つ（１つの「物理的」及び１つの「化学的」）のネットワークの共存は、材
料の機械的耐性を減少させ、剛性を増加させるので、この化学的架橋プロセスにより、膜
の機械的特性が劇的に低下する。
【００２３】
　例えば、このような材料は、ASTM D3577に記載されている最小引張強度のような手術用
手袋の国際基準を達成できなかった。
【００２４】
　したがって、１以上の上記問題及び欠点を解決する代わりのＳＢＣ組成物及びその製造
方法を提供することが望ましい。
【００２５】
　先行技術文献（若しくはそこから導き出される情報）又は既知の事項に対する本明細書
中での参照は、承認若しくは自認、又は先行技術文献（若しくはそこから導き出される情
報）若しくは既知の事項が本明細書に関連する分野における共通の一般的知識の一部を形
成するという示唆の形式とはみなされず、また、みなされるべきものではない。
【００２６】
発明の概要
　ある側面では、この開示は、１以上のＳＢＣ及び１以上のＳＢＣのスチレン系末端ブロ
ックと相溶性の１以上の重合体を含むエラストマー性スチレン系ブロック共重合体（ＳＢ
Ｃ）組成物であって、
当該ブロック共重合体組成物は、物理的及び化学的に架橋されており、
当該化学的な架橋はＳＢＣの鎖間の共有結合を含み、かつ、
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当該物理的な架橋は、１以上のＳＢＣのスチレン系末端ブロックと前記末端ブロックと相
溶性の１以上の重合体の間の非共有結合相互作用を含む、
ＳＢＣ組成物を提供する。
【００２７】
　別の側面では、この開示は、１以上のＳＢＣ、及び１以上のＳＢＣのスチレン系末端ブ
ロックと相溶性の１以上の重合体を含む相溶性重合体混合物であって、
当該相溶性重合体混合物は、物理的及び化学的に架橋されており、
当該化学的な架橋はＳＢＣの鎖間の共有結合を含み、かつ、
当該物理的な架橋は、１以上のＳＢＣのスチレン系末端ブロックと前記末端ブロックと相
溶性の１以上の重合体の間の非共有結合相互作用を含む、
混合物を提供する。
【００２８】
　本明細書で開示される物理的及び化学的に架橋されたスチレンブロック共重合体を含む
ユニークな組成物又は混合物は、例えば、コンドームや医療用手袋といった薄肉浸漬製品
の製造に用いられる。このユニークな組成物又は混合物は、高レベルの機械的耐性と柔軟
性を維持しながら、現在入手可能なＳＢＣの耐薬品性の欠点を克服する。
【００２９】
　別の側面では、この開示は、
（ａ）　１以上のＳＢＣ、
（ｂ）　１以上のＳＢＣのポリスチレン末端ブロックと相溶性の１以上の重合体、及び
（ｃ）　１以上のＳＢＣの鎖間に共有結合を誘導できる１以上の架橋剤
含むエラストマー性スチレン系ブロック共重合体組成物を提供する。
【００３０】
　別の側面では、１以上のＳＢＣ、１以上のＳＢＣの１以上のポリスチレン末端ブロック
と相溶性の１以上の重合体、及び１以上のＳＢＣの鎖間に共有結合を誘導できる１以上の
架橋剤を結合する工程を含むＳＢＣ組成物を製造する方法を提供する。
【００３１】
　この組成物又は混合物は、１以上のＳＢＣのエラストマー性中間ブロックと適合性のあ
る、１以上の可塑剤及び／又は可撓化剤をさらに含んでいてもよい。
【００３２】
　この組成物又は混合物は、さらに、１以上のＳＢＣのスチレン系末端ブロックと１以上
の相溶性重合体との間の相溶性を高める１以上の相溶化剤を含んでもよい。そのような相
溶化剤は、例えば、界面活性剤、特に、ＰＳセグメント又は適切な溶解度パラメーターを
有する低分子量重合体若しくは樹脂を含むジブロック共重合体のような高分子界面活性剤
であってもよい。
【００３３】
　１以上のＳＢＣは、完全に不飽和の若しくは部分的に不飽和のエラストマー性中間ブロ
ックを有してもよく、又は完全に飽和のエラストマー性中間ブロックを有してもよい。
【００３４】
　１以上のＳＢＣは、ＳＩＳ、ＳＢＳ、ＳＩＢＳ、S-イソブチレン-S、ＳＥＢＳ、ＳＥＰ
Ｓ、ＳＥＥＰＳ、又は、中間ラバーブロックにグラフトされた反応性基、例えば、カルボ
ン酸、アミン、アルコール、マレイン酸無水物、エポキシ、イソシアン酸塩及びアジリジ
ン若しくはこれらの組合せで官能基化されたＳＢＣからなる群から選択されてもよい。
【００３５】
　好ましくは、ＳＢＣは、100,000g/molを超える分子量（Ｍｎ）のＳＢＣの１つ又は混合
物で構成される。好ましくは、少なくとも１のエラストマー性中間ブロックは、化学架橋
を可能にする二重結合、たとえば炭素－炭素二重結合のような反応性官能基を含む。
【００３６】
　ポリスチレン末端ブロックと相溶性の重合体は、ある程度、ポリスチレン末端ブロック
と分子レベルで密接な混合物を形成できる重合体であってもよい。相溶性重合体は、ポリ
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スチレンと混和する重合体であってもよい。つまり、ＳＢＣと相溶性重合体は、化学的類
似性及び／又はアレーン環のπ結合間作用のような特定の相互作用により、均一な混合物
を形成することができる。この相互作用は、本来非共有結合であるかもしれない。この相
互作用は、ＳＢＣと相溶性重合体間の共有結合を含まないかもしれない。
【００３７】
　好ましくは、相溶性重合体の数平均分子量（Ｍｎ）は10,000g/mol未満であり、より好
ましくは、3,000g/mol未満である。
【００３８】
　好ましくは、相溶性重合体は幅広い分子量の多分散性指数を有し、例えば、２．０を超
える、３．０を超える、４．０を超える、又は５．０を超える。好ましくは、相溶性重合
体はポリスチレンの極性と同様の極性を有する。
【００３９】
　好ましい態様では、相溶性重合体は、アルキルアレーン単量体の低分子量共重合体から
選ばれる。
【００４０】
　相溶性重合体は、ポリスチレン樹脂、クマロン－インデン樹脂、ポリインデン樹脂、ポ
リ（メチルインデン）樹脂、ビニルトルエン－αメチルスチレン樹脂、αメチルスチレン
樹脂、ポリフェニレンエーテル、αメチルスチレンやパラメチルスチレンのようなアルキ
ルアレーン単量体の共重合体、ロジンエステル、スチレン化テルペン類、ポリテルペン類
、テルペン フェノール類、及びこれらの混合物からなる群から選択されてもよい。
【００４１】
　架橋剤は、少なくとも２つの炭素－炭素二重結合を含む、芳香族、脂肪族及びヘテロ原
子の単量体及びオリゴ体、例えば、トリメチロールプロパントリアクリレート（ＴＭＰＴ
Ａ）、トリメチロールプロパントリメタクリレート（ＴＭＰＴＭＡ）、エポキシアクリレ
ート、ウレタンアクリレート、トリアリルシアヌレート、トリアリルイソシアヌレートな
どの多官能性アクリレート、1,8-ジメルカプト-3,6-ジオキサオクタン、トリメチロール
プロパントリス(3-メルカプトプロピオネート)、ペンタエリスリトールテトラキス(3-メ
ルカプトプロピオネート)、エトキシ化トリメチロールプロパントリ(3-メルカプトプロピ
オネート)などの官能性チオール、及び、ビニル基又はアリル基を有する他の多機能化合
物、並びにこれらの混合物からなる群から選択されてもよい。
【００４２】
　また、架橋剤は、金属塩、有機アミン、有機ジアミン、及び有機ポリアミンからなる群
から選択されるアミン架橋剤、又はポリオールであるからなる群から選択されるアミンで
あってもよい。
【００４３】
　また、化学的架橋は、いわゆる「加硫」によって行われてもよく、この場合、架橋剤は
、従来の硫黄、金属酸化物、並びに、コンドーム及び手袋のような薄肉弾性膜に含まれる
ゴムの加硫に一般的に用いられる促進剤であってもよい。強力な皮膚感作性物質である促
進剤は、化学的ネットワーク内に含まれず、表面に「ブルーム」する可能性があるので、
加硫は、この開示に関する限り、好ましい架橋経路とはみなされない。
【００４４】
　好ましい態様では、架橋反応はチオール－エン反応である。チオール－エン反応は、ラ
ジカルを介した付加反応として行われるいわゆる「クリック」反応である。
【００４５】
　好ましくは、架橋剤は、例えば、主鎖にエーテル又はエステル基を含む、ジチオール、
トリチオール及びテトラチオール分子から選択される。
【００４６】
　有利には、架橋反応は、放射線、例えば、ＵＶ、γ線照射、Ｘ線又は電子線照射によっ
て誘発されてもよい。放射線は、複数の利点を提供する：エネルギーは、既存の化学物質
からラジカルを作成するのに十分高く、ＵＶ硬化で観察される場合のあるシャドウイング
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効果のリスクが少なく、かつ、この技術は、線量を適切かつ正確に制御する。ほとんどの
手術用手袋は放射線（電子線又はγ線照射）で滅菌されているため、好都合にも、架橋が
手袋の滅菌と同じ工程中に生じる可能性があることにも注意する必要がある。
【００４７】
　別の態様では、架橋反応は、ラジカル型光開始剤の１つ又は混合物によって開始又は促
進されてもよい。
【００４８】
　使用する場合、光開始剤は、幅広い紫外線吸収スペクトルを有し、放射線照射時に反応
性ラジカルを効果的に生成し、樹脂系への良好な溶解性を有し、人間の皮膚との接触時に
良好な耐性を有する化合物から選択することが好ましい。光開始剤は、例えば、モノアシ
ルホスフィンオキシド、ビスアシルホスフィンオキシド、2,4,6-トリメチルベゾイルジフ
ェニルホスフィンオキシドのようなアシルホスフィンオキシド、又は、2-ヒドロキシメチ
ル-1-フェニルプロパノン、ベンゾイルギ酸メチル及びフェニルグリオキシル酸メチルエ
ステルのようなその他のものからなる群から選択されてもよい。
【００４９】
　可塑剤は、本明細書に開示のＳＢＣ組成物及び重合体混合物の伸縮性及び柔軟性を高め
てもよい。好ましくは、可塑剤は、ＳＢＣの中間ブロック（エラストマー性ブロック）と
適合性のある液体飽和ポリオレフィン又はその混合物からなる。より好ましくは、前記可
塑剤は、流動点が３５℃以下の化合物から選択してもよい。可塑化油、好ましくは鉱物可
塑化油、特にパラフィン性若しくはナフテン性の化合物又はそれらの混合物から形成され
る液体飽和炭化水素の精製混合物から形成される鉱物油を様々な割合で用いることが好ま
しい。
【００５０】
　好ましい鉱物可塑化油は、有毒な不純物やＭＯＡＨ（鉱油芳香族炭化水素）を含まず、
米国FDA 21 CFR 178.3620（a）、白色鉱油、米国薬局方、欧州薬局方（液体パラフィン）
並びに食品との接触を目的としたプラスチック材料及び物品に関する欧州規制（EU）10/2
011、白色鉱油、に準拠する、透明な水白色の製品である。好ましい鉱油は、１５℃で０
．８５～０．９０の比重を有する薬用白色油である。
【００５１】
　また、可塑剤は、ゴム状中間ブロックと十分な相溶性を有するオリゴマー又は他のエラ
ストマーであってもよく、この場合、「可撓化剤」と見なしてもよい。そのような可撓化
剤は、ポリブタジエン、ポリイソプレン、ポリイソブテン、プロピレン及びエチレンのア
モルファスポリオレフィン共重合体、ブチルゴム、並びにゴム状ブロックとの十分な適合
性を有することが知られている他の重合体の一群から選択されてもよい。また、アクリル
又はヒドロキシル変性ポリブタジエンのような官能化又は反応性可撓化剤も使用してよい
。これらの反応性可撓化剤は、化学的に架橋されたネットワークに関与するかもしれない
。
【００５２】
　この開示の態様によれば、ＳＢＣ組成物又は相溶性重合体混合物は、ＰＨＲ（１００ゴ
ムあたり）で表され、ゴムは１以上のＳＢＣである。組成物中の成分の例示的な範囲は以
下のものを含む：
・相溶性重合体：０．２５～１００ｐｈｒ、好ましくは５～５０ｐｈｒ
・可塑剤／可撓化剤：０～２００ｐｈｒ、好ましくは２０～７５ｐｈｒ
・架橋剤：０．０１～５ｐｈｒ、好ましくは０．０５～１ｐｈｒ
・光開始剤：０～５ｐｈｒ、好ましくは０～２ｐｈｒ。
【００５３】
　別の側面では、本明細書に開示された少なくとも１つのＳＢＣ組成物又は相溶性重合体
混合物から、浸漬製品を製造する方法が提供され、ここで、製造される浸漬製品の外形に
対応する外側型が、事前に特定可能な期間、１以上のＳＢＣ組成物又は相溶性重合体混合
物を含む浸漬溶液に浸漬され、その後、前記浸漬製品は、前記溶液から取り出され、乾燥
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させる。
【００５４】
　次いで、製品、特に乾燥された製品は、放射線、例えば、電子線、γ線、ＵＶ又はＸ線
照射にさらされてもよい。
【００５５】
　別の側面では、１以上のＳＢＣ組成物又は相溶性重合体混合物を含む薄膜が提供され、
ここで、当該薄膜は、ASTM 3577に従って測定した場合、１７ＭＰａを超える引張強度を
有し、かつ、当該薄膜は実質的に有機溶媒に不溶である。
【００５６】
　「実質的に不溶」とは、例えば、メタクリル酸メチル（ＭＭＡ）又はジエチルエーテル
のような、医療分野で使用され得る有機溶剤に対して、薄膜の少なくとも８０％が不溶性
である、又は薄膜の少なくとも９５％が不溶性であることを意味してもよい。
【００５７】
　別の側面では、エラストマー性スチレン系ブロック共重合体組成物又は相溶性重合体混
合物が提供され、ここで、当該組成物は、少なくとも１７ＭＰａの引張強度を有し、かつ
、当該組成物は実質的に有機溶媒に不溶である。
【００５８】
　「実質的に不溶」とは、例えば、メタクリル酸メチル（ＭＭＡ）又はジエチルエーテル
のような、医療分野で使用され得る有機溶剤に対して、組成物の少なくとも８０％が不溶
性である、又は組成物の少なくとも９５％が不溶性であることを意味してもよい。
【００５９】
　別の側面では、この明細書に開示されたいずれか１つの態様によれば、１以上のＳＢＣ
組成物又は相溶性重合体混合物を含む薄膜が提供される。
【００６０】
　この明細書に開示された態様のいずれかによれば、薄膜は、約１０～約５００ミクロン
又は約１５０～約２５０ミクロンの厚さであってもよい。
【００６１】
　この明細書に開示された態様のいずれかによれば、薄膜は、５００ミクロン未満、４０
０ミクロン未満、３００ミクロン未満又は２００ミクロン未満の厚さであってもよい。
【００６２】
　別の側面では、多層膜であって、当該多層膜は１以上の層又は薄膜を含み、当該１以上
の層又は薄膜は本明細書に開示されたＳＢＣ組成物又は相溶性重合体混合物を含む多層膜
が提供される。
【００６３】
　別の側面では、多層膜が提供され、ここで、当該多層膜は１以上の層又は薄膜を含み、
当該１以上の層又は薄膜はＳＢＣ組成物又は相溶性重合体混合物を含み、当該組成物又は
相溶性重合体混合物は少なくとも１７ＭＰａの引張強度を有し、かつ、当該組成物又は相
溶性重合体混合物は実質的に有機溶媒に不溶である。
【００６４】
　多層膜は、同じＳＢＣ組成物又は異なるＳＢＣ組成物から製造された幾つかの薄層の重
ね合わせによって得られてもよい。現在開示されている異なるＳＢＣ組成物は、異なる層
に組み合わされてもよい。また、現在開示されている組成物を有する少なくとも１つの層
は、天然ゴム、ポリブタジエン、ポリイソプレン、ポリクロロプレン、ブチルゴム、ポリ
ウレタン、アクリル酸重合体及び共重合体、シリコーンエラストマー、他のＳＢＣ、環状
ブロック共重合体（ＣＢＣ）並びにそれらの混合物からなる群から選択される他のエラス
トマーと組み合わせてもよい。前記各層を構成するエラストマーの性質は、互いに同じで
あっても、異なっていてもよいことが理解される。
【００６５】
　この開示によれば、ＳＢＳ、ＳＥＢＳ及びブチルゴムは、多層膜の好ましい成分である
。ある態様では、本明細書に開示される組成物及びブチルゴムから製造された重ねられた



(13) JP 2020-523472 A 2020.8.6

10

20

30

40

50

層を含む多層手袋は、メチルメタクリレート単量体のような化学物質の透過に対する耐性
を高める。そのような手袋は、例えば、外側の層の上に、及び／又は、現在開示されてい
るＳＢＣ組成物を含む他の層の中間に、薄いブチルゴム層を含んでもよい。
【００６６】
　また、薄肉弾性膜を含む各層は、例えば、潤滑剤、帯電防止剤、一次及び二次酸化防止
剤、着色剤又は処理剤などの、ポリマー業界、特に手袋業界で従来使用されている他の補
助剤を含んでもよい。
【００６７】
　別の側面では、本明細書に開示された１以上のＳＢＣ組成物又は相溶性重合体混合物を
含む製造物品が提供される。
【００６８】
　製造物品は、医療用手袋、コンドームなどの医療機器、又は実験室用手袋や清潔な工業
用手袋などの個人用保護具であってもよい。
【００６９】
　また、膜又は多層膜は活性な化学物質を含んでいてもよい。
【００７０】
　この活性物質の性質は、所望の特性に応じて選択されてもよい。この活性な化学物質は
、特に防食剤、潤滑剤、化学的マーカー、相変異製品、エネルギー粒子（放射線）減速剤
、消毒能を有する薬剤、臭気剤又は保湿剤、切れ目を検出する染料、金属粒子、及びそれ
らの混合物から選択してもよい。
【００７１】
　活性な化学物質が消毒能を有する薬剤である場合、好ましくは、化学反応又は表面張力
の変化のような物理化学的効果のいずれかにより、単純な接触で実質的かつ瞬間的にタン
パク質を変性する物質から選択される。そのような物質の中で、特に、四級アンモニウム
塩、より具体的には塩化ジメチルジデシルアンモニウム及び塩化ベンザルコニウムのよう
な殺生物剤、クロルヘキシジンの水溶性塩、例えば、二グルコン酸クロルヘキシジン、フ
タルアルデヒドのようなビグアナイド、ヘキサクロロフェン又はベンジル誘導体のような
フェノール誘導体、ホルムアルデヒド、オクトキシノール（トリトン（登録商標）Ｘ１０
０）のような少なくとも１つのポリオキシエチレン部分を含む非イオン性界面活性剤、ヘ
キサミジン、ヨウ素化ポリビニルピロリドン化合物、殺ウイルス活性を有する非イオン性
界面活性剤、二クロム酸又は次亜塩素酸のナトリウム又はカリウム塩、並びに、これらの
混合物について言及してもよい。
【００７２】
　この開示は、改善された機械的特性を有する化学的及び物理的に架橋された薄肉弾性製
品を形成することができるＳＢＣを含む組成物に関する。
【００７３】
発明の詳細な説明
　本組成物、構成要素、物品及び／又は方法を開示し、記載する前に、特に明記しない限
り、本発明は特定の組成物、成分、物品、方法などに限定されるものではなく、特に断り
のない限り変化する可能性があることを理解されたい。また、本明細書で使用される用語
は、特定の態様を説明することのみを目的としており、限定することを意図していないこ
とも理解されたい。
【００７４】
　また、明細書及び特許請求の範囲で使用されるように、単数形「a」、「an」及び「the
」には、特に明記しない限り、複数の指示対象が含まれることにも注意する必要がある。
したがって、たとえば、「ＳＢＣ」への言及は１以上のＳＢＣなどを含むことができる。
【００７５】
　有利なＳＢＣ組成物、相溶性重合体混合物及びそれらの製造方法が、この明細書に開示
されている。
【００７６】
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　代表的な態様では、１以上のＳＢＣ及び１以上のＳＢＣのスチレン系末端ブロックと相
溶性の１以上の重合体を含むエラストマー性スチレン系ブロック共重合体（ＳＢＣ）組成
物が提供され、
ここで、当該ブロック共重合体組成物は物理的及び化学的に架橋され、
当該化学的な架橋はＳＢＣの鎖間の共有結合を含み、
当該物理的な架橋は、１以上のＳＢＣのスチレン系末端ブロックと前記末端ブロックと相
溶性の１以上の重合体の間の非共有結合相互作用を含み；
当該１以上のＳＢＣは、ＳＩＳ、ＳＢＳ、ＳＩＢＳ、S-イソブチレン-S、ＳＥＢＳ、ＳＥ
ＰＳ、ＳＥＥＰＳ、又は、中間ラバーブロックにグラフトされた反応性基、例えば、カル
ボン酸、アミン、アルコール、マレイン酸無水物、エポキシ、イソシアン酸塩、及びアジ
リジン若しくはこれらの組合せで官能基化されたＳＢＣからなる群から選択され、かつ、
当該１以上の相溶性重合体は、ポリスチレン樹脂、クマロン－インデン樹脂、ポリインデ
ン樹脂、ポリ（メチルインデン）樹脂、ビニルトルエン－αメチルスチレン樹脂、αメチ
ルスチレン樹脂、ポリフェニレンエーテル、αメチルスチレンやパラメチルスチレンのよ
うなアルキルアレーン単量体の共重合体、ロジンエステル、スチレン化テルペン類、ポリ
テルペン類、テルペン フェノール類、及びこれらの混合物からなる群から選択される。
【００７７】
　別の代表的な態様では、１以上のＳＢＣ及び１以上のＳＢＣのスチレン系末端ブロック
と相溶性の１以上の重合体を含むエラストマー性スチレン系ブロック共重合体（ＳＢＣ）
組成物が提供され、
ここで、当該ブロック共重合体組成物は、物理的及び化学的に架橋されており、
当該化学的な架橋はＳＢＣの鎖間の共有結合を含み、
当該物理的な架橋は、１以上のＳＢＣのスチレン系末端ブロックと前記末端ブロックと相
溶性の１以上の重合体の間の非共有結合相互作用を含み、
当該１以上のＳＢＣは、ＳＩＳ、ＳＢＳ、ＳＩＢＳ、S-イソブチレン-S、ＳＥＢＳ、ＳＥ
ＰＳ、ＳＥＥＰＳ、又は、中間ラバーブロックにグラフトされた反応性基、例えば、カル
ボン酸、アミン、アルコール、マレイン酸無水物、エポキシ、イソシアン酸塩、及びアジ
リジン若しくはこれらの組合せで官能基化されたＳＢＣからなる群から選択され、かつ、
当該１以上の相溶性重合体は、ポリスチレン樹脂、クマロン－インデン樹脂、ポリインデ
ン樹脂、ポリ（メチルインデン）樹脂、ビニルトルエン－αメチルスチレン樹脂、αメチ
ルスチレン樹脂、ポリフェニレンエーテル、αメチルスチレンやパラメチルスチレンのよ
うなアルキルアレーン単量体の共重合体、ロジンエステル、スチレン化テルペン類、ポリ
テルペン類、テルペン フェノール類、及びこれらの混合物からなる群から選択され、当
該ＳＢＣは100,000g/molを超える分子量（Ｍｎ）を有し、かつ、当該相溶性重合体は10,0
00g/mol未満の分子量（Ｍｎ）を有する。
【００７８】
　別の代表的な態様では、１以上のＳＢＣ及び１以上のＳＢＣのスチレン系末端ブロック
と相溶性の１以上の重合体を含むエラストマー性スチレン系ブロック共重合体（ＳＢＣ）
組成物が提供され、
ここで、当該ブロック共重合体組成物は、物理的及び化学的に架橋されており、
当該化学的な架橋はＳＢＣの鎖間の共有結合を含み、
当該物理的な架橋は、１以上のＳＢＣのスチレン系末端ブロックと前記末端ブロックと相
溶性の１以上の重合体の間の非共有結合相互作用を含み、
当該少なくとも１つのＳＢＣは、化学的な架橋を可能にする二重結合のような反応性官能
基をそのエラストマー性中間ブロック中に含み、かつ、
当該１以上の相溶性重合体は、ポリスチレン樹脂、クマロン－インデン樹脂、ポリインデ
ン樹脂、ポリ（メチルインデン）樹脂、ビニルトルエン－αメチルスチレン樹脂、αメチ
ルスチレン樹脂、ポリフェニレンエーテル、αメチルスチレンやパラメチルスチレンのよ
うなアルキルアレーン単量体の共重合体、ロジンエステル、スチレン化テルペン類、ポリ
テルペン類、テルペン フェノール類、及びこれらの混合物からなる群から選択され、当
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該ＳＢＣは100,000g/molを超える分子量（Ｍｎ）を有し、かつ、当該相溶性重合体は10,0
00g/mol未満の分子量（Ｍｎ）を有する。
【００７９】
　別の代表的な態様では、１以上のＳＢＣ及び１以上のＳＢＣのスチレン系末端ブロック
と相溶性の１以上の重合体を含むエラストマー性スチレン系ブロック共重合体（ＳＢＣ）
組成物が提供され、
ここで、当該ブロック共重合体組成物は、物理的及び化学的に架橋されており、
当該化学的な架橋はＳＢＣの鎖間の共有結合を含み、
当該物理的な架橋は、１以上のＳＢＣのスチレン系末端ブロックと前記末端ブロックと相
溶性の１以上の重合体の間の非共有結合相互作用を含み、
当該少なくとも１つのＳＢＣは、化学的な架橋を可能にする二重結合のような反応性官能
基をそのエラストマー性中間ブロック中に含み、かつ、
当該１以上の相溶性重合体は、ポリスチレン樹脂、αメチルスチレン樹脂、αメチルスチ
レンやパラメチルスチレンのようなアルキルアレーン単量体の共重合体及びこれらの混合
物からなる群から選択され、当該ＳＢＣは100,000g/molを超える分子量（Ｍｎ）を有し、
かつ、当該相溶性重合体は10,000g/mol未満の分子量（Ｍｎ）を有する。
【００８０】
　別の代表的な態様では、１以上のＳＢＣ、及び１以上のＳＢＣのスチレン系末端ブロッ
クと相溶性の１以上の重合体を含む相溶性重合体混合物が提供され、
ここで、当該相溶性重合体混合物は、物理的及び化学的に架橋されており、
当該化学的な架橋はＳＢＣの鎖間の共有結合を含み、
当該物理的な架橋は、１以上のＳＢＣのスチレン系末端ブロックと前記末端ブロックと相
溶性の１以上の重合体の間の非共有結合相互作用を含み、
当該１以上のＳＢＣは、ＳＩＳ、ＳＢＳ、ＳＩＢＳ、S-イソブチレン-S、ＳＥＢＳ、ＳＥ
ＰＳ、ＳＥＥＰＳ、又は、中間ラバーブロックにグラフトされた反応性基、例えば、カル
ボン酸、アミン、アルコール、マレイン酸無水物、エポキシ、イソシアン酸塩及びアジリ
ジン若しくはこれらの組合せで官能基化されたＳＢＣからなる群から選択され、かつ、
当該１以上の相溶性重合体は、ポリスチレン樹脂、クマロン－インデン樹脂、ポリインデ
ン樹脂、ポリ（メチルインデン）樹脂、ビニルトルエン－αメチルスチレン樹脂、αメチ
ルスチレン樹脂、ポリフェニレンエーテル、αメチルスチレンやパラメチルスチレンのよ
うなアルキルアレーン単量体の共重合体、ロジンエステル、スチレン化テルペン類、ポリ
テルペン類、テルペン フェノール類、及びこれらの混合物からなる群から選択される。
【００８１】
　別の代表的な態様では、１以上のＳＢＣ、及び１以上のＳＢＣのスチレン系末端ブロッ
クと相溶性の１以上の重合体を含む相溶性重合体混合物が提供され、
ここで、当該相溶性重合体混合物は、物理的及び化学的に架橋されており、
当該化学的な架橋はＳＢＣの鎖間の共有結合を含み、
当該物理的な架橋は、１以上のＳＢＣのスチレン系末端ブロックと前記末端ブロックと相
溶性の１以上の重合体の間の非共有結合相互作用を含み、
当該１以上のＳＢＣは、ＳＩＳ、ＳＢＳ、ＳＩＢＳ、S-イソブチレン-S、ＳＥＢＳ、ＳＥ
ＰＳ、ＳＥＥＰＳ、又は、中間ラバーブロックにグラフトされた反応性基、例えば、カル
ボン酸、アミン、アルコール、マレイン酸無水物、エポキシ、イソシアン酸塩及びアジリ
ジン若しくはこれらの組合せで官能基化されたＳＢＣからなる群から選択され、かつ、
当該１以上の相溶性重合体は、ポリスチレン樹脂、クマロン－インデン樹脂、ポリインデ
ン樹脂、ポリ（メチルインデン）樹脂、ビニルトルエン－αメチルスチレン樹脂、αメチ
ルスチレン樹脂、ポリフェニレンエーテル、αメチルスチレンやパラメチルスチレンのよ
うなアルキルアレーン単量体の共重合体、ロジンエステル、スチレン化テルペン類、ポリ
テルペン類、テルペン フェノール類、及びこれらの混合物からなる群から選択され、当
該ＳＢＣは100,000g/molを超える分子量（Ｍｎ）を有し、かつ、当該相溶性重合体は10,0
00g/mol未満の分子量（Ｍｎ）を有する。
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【００８２】
　別の代表的な態様では、１以上のＳＢＣ、及び１以上のＳＢＣのスチレン系末端ブロッ
クと相溶性の１以上の重合体を含む相溶性重合体混合物が提供され、
ここで、当該相溶性重合体混合物は、物理的及び化学的に架橋されており、
当該化学的な架橋はＳＢＣの鎖間の共有結合を含み、
当該物理的な架橋は、１以上のＳＢＣのスチレン系末端ブロックと前記末端ブロックと相
溶性の１以上の重合体の間の非共有結合相互作用を含み、
当該少なくとも１つのＳＢＣは、化学的な架橋を可能にする二重結合のような反応性官能
基をそのエラストマー性中間ブロック中に含み、かつ、
当該１以上の相溶性重合体は、ポリスチレン樹脂、クマロン－インデン樹脂、ポリインデ
ン樹脂、ポリ（メチルインデン）樹脂、ビニルトルエン－αメチルスチレン樹脂、αメチ
ルスチレン樹脂、ポリフェニレンエーテル、αメチルスチレンやパラメチルスチレンのよ
うなアルキルアレーン単量体の共重合体、ロジンエステル、スチレン化テルペン類、ポリ
テルペン類、テルペン フェノール類、及びこれらの混合物からなる群から選択され、当
該ＳＢＣは100,000g/molを超える分子量（Ｍｎ）を有し、かつ、当該相溶性重合体は10,0
00g/mol未満の分子量（Ｍｎ）を有する。
【００８３】
　別の代表的な態様では、１以上のＳＢＣ、及び１以上のＳＢＣのスチレン系末端ブロッ
クと相溶性の１以上の重合体を含む相溶性重合体混合物が提供され、
ここで、当該相溶性重合体混合物は、物理的及び化学的に架橋されており、
当該化学的な架橋はＳＢＣの鎖間の共有結合を含み、
当該物理的な架橋は、１以上のＳＢＣのスチレン系末端ブロックと前記末端ブロックと相
溶性の１以上の重合体の間の非共有結合相互作用を含み、
当該少なくとも１つのＳＢＣは、化学的な架橋を可能にする二重結合のような反応性官能
基をそのエラストマー性中間ブロック中に含み、かつ、
当該１以上の相溶性重合体は、ポリスチレン樹脂、αメチルスチレン樹脂、αメチルスチ
レンやパラメチルスチレンのようなアルキルアレーン単量体の共重合体及びこれらの混合
物からなる群から選択され、当該ＳＢＣは100,000g/molを超える分子量（Ｍｎ）を有し、
かつ、当該相溶性重合体は10,000g/mol未満の分子量（Ｍｎ）を有する。
【００８４】
　別の代表的な態様では、
（ａ）　１以上のＳＢＣ、
（ｂ）　１以上のＳＢＣのポリスチレン末端ブロックと相溶性の１以上の重合体、かつ、
（ｃ）　１以上のＳＢＣの鎖間に共有結合を誘導できる１以上の架橋剤、
を含むエラストマー性スチレン系ブロック共重合体組成物が提供され、
ここで、当該１以上のＳＢＣは、ＳＩＳ、ＳＢＳ、ＳＩＢＳ、S-イソブチレン-S、ＳＥＢ
Ｓ、ＳＥＰＳ、ＳＥＥＰＳ、又は、中間ラバーブロックにグラフトされた反応性基、例え
ば、カルボン酸、アミン、アルコール、マレイン酸無水物、エポキシ、イソシアン酸塩及
びアジリジン、又はこれらの組合せで官能基化されたＳＢＣからなる群から選択され、
当該１以上の相溶性重合体は、ポリスチレン樹脂、クマロン－インデン樹脂、ポリインデ
ン樹脂、ポリ（メチルインデン）樹脂、ビニルトルエン－αメチルスチレン樹脂、αメチ
ルスチレン樹脂、ポリフェニレンエーテル、αメチルスチレンやパラメチルスチレンのよ
うなアルキルアレーン単量体の共重合体、ロジンエステル、スチレン化テルペン類、ポリ
テルペン類、テルペン フェノール類、及びこれらの混合物からなる群から選択され、か
つ、
当該１以上の架橋剤は、少なくとも２つの炭素－炭素二重結合を含む、芳香族、脂肪族及
びヘテロ原子のモノマー及びオリゴマー、例えば、トリメチロールプロパントリアクリレ
ート（ＴＭＰＴＡ）、トリメチロールプロパントリメタクリレート（ＴＭＰＴＭＡ）、エ
ポキシアクリレート、ウレタンアクリレート、トリアリルシアヌレート、トリアリルイソ
シアヌレートなどの多官能性アクリレート、1,8-ジメルカプト-3,6-ジオキサオクタン、
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トリメチロールプロパントリス(3-メルカプトプロピオネート)、ペンタエリスリトールテ
トラキス(3-メルカプトプロピオネート)、エトキシ化トリメチロールプロパントリ(3-メ
ルカプトプロピオネート)などの官能性チオール、及び、ビニル基又はアリル基を有する
他の多機能化合物、並びにこれらの混合物からなる群から選択される。
【００８５】
　別の代表的な態様では、
（ａ）　１以上のＳＢＣ、；
（ｂ）　１以上のＳＢＣのポリスチレン末端ブロックと相溶性の１以上の重合体、及び、
（ｃ）　１以上のＳＢＣの鎖間に共有結合を誘導できる１以上の架橋剤、
を含むエラストマー性スチレン系ブロック共重合体組成物が提供され、
ここで、当該１以上のＳＢＣは、ＳＩＳ、ＳＢＳ、ＳＩＢＳ、S-イソブチレン-S、ＳＥＢ
Ｓ、ＳＥＰＳ、ＳＥＥＰＳ、又は、中間ラバーブロックにグラフトされた反応性基、例え
ば、カルボン酸、アミン、アルコール、マレイン酸無水物、エポキシ、イソシアン酸塩及
びアジリジン、又はこれらの組合せで官能基化されたＳＢＣからなる群から選択され、
当該１以上の相溶性重合体は、ポリスチレン樹脂、クマロン－インデン樹脂、ポリインデ
ン樹脂、ポリ（メチルインデン）樹脂、ビニルトルエン－αメチルスチレン樹脂、αメチ
ルスチレン樹脂、ポリフェニレンエーテル、αメチルスチレンやパラメチルスチレンのよ
うなアルキルアレーン単量体の共重合体、ロジンエステル、スチレン化テルペン類、ポリ
テルペン類、テルペン フェノール類、及びこれらの混合物からなる群から選択され、
当該１以上の架橋剤は、少なくとも２つの炭素－炭素二重結合を含む、芳香族、脂肪族及
びヘテロ原子のモノマー及びオリゴマー、例えば、トリメチロールプロパントリアクリレ
ート（ＴＭＰＴＡ）、トリメチロールプロパントリメタクリレート（ＴＭＰＴＭＡ）、エ
ポキシアクリレート、ウレタンアクリレート、トリアリルシアヌレート、トリアリルイソ
シアヌレートなどの多官能性アクリレート、1,8-ジメルカプト-3,6-ジオキサオクタン、
トリメチロールプロパントリス(3-メルカプトプロピオネート)、ペンタエリスリトールテ
トラキス(3-メルカプトプロピオネート)、エトキシ化トリメチロールプロパントリ(3-メ
ルカプトプロピオネート)などの官能性チオール、及び、ビニル基又はアリル基を有する
他の多機能化合物、並びにこれらの混合物、からなる群から選択され、当該ＳＢＣは100,
000g/molを超える分子量（Ｍｎ）を有し、かつ、当該相溶性重合体は10,000g/mol未満の
分子量（Ｍｎ）を有する。
【００８６】
　別の代表的な態様では、
（ａ）　１以上のＳＢＣ、
（ｂ）　１以上のＳＢＣのポリスチレン末端ブロックと相溶性の１以上の重合体、かつ、
（ｃ）　１以上のＳＢＣの鎖間に共有結合を誘導できる１以上の架橋剤、
を含むエラストマー性スチレン系ブロック共重合体組成物が提供され、
ここで、当該少なくとも１つのＳＢＣは、化学的な架橋を可能にする二重結合のような反
応性官能基をそのエラストマー性中間ブロック中に含み、
当該１以上の相溶性重合体は、ポリスチレン樹脂、クマロン－インデン樹脂、ポリインデ
ン樹脂、ポリ（メチルインデン）樹脂、ビニルトルエン－αメチルスチレン樹脂、αメチ
ルスチレン樹脂、ポリフェニレンエーテル、αメチルスチレンやパラメチルスチレンのよ
うなアルキルアレーン単量体の共重合体、ロジンエステル、スチレン化テルペン類、ポリ
テルペン類、テルペン フェノール類、及びこれらの混合物からなる群から選択され、か
つ、
当該１以上の架橋剤は、少なくとも２つの炭素－炭素二重結合を含む、芳香族、脂肪族及
びヘテロ原子のモノマー及びオリゴマー、例えば、トリメチロールプロパントリアクリレ
ート（ＴＭＰＴＡ）、トリメチロールプロパントリメタクリレート（ＴＭＰＴＭＡ）、エ
ポキシアクリレート、ウレタンアクリレート、トリアリルシアヌレート、トリアリルイソ
シアヌレートなどの多官能性アクリレート、1,8-ジメルカプト-3,6-ジオキサオクタン、
トリメチロールプロパントリス(3-メルカプトプロピオネート)、ペンタエリスリトールテ



(18) JP 2020-523472 A 2020.8.6

10

20

30

40

50

トラキス(3-メルカプトプロピオネート)、エトキシ化トリメチロールプロパントリ(3-メ
ルカプトプロピオネート)などの官能性チオール、及び、ビニル基又はアリル基を有する
他の多機能化合物、並びにこれらの混合物からなる群から選択され、当該ＳＢＣは100,00
0g/molを超える分子量（Ｍｎ）を有し、かつ、当該相溶性重合体は10,000g/mol未満の分
子量（Ｍｎ）を有する。
【００８７】
　別の代表的な態様では、
（ａ）　１以上のＳＢＣ、
（ｂ）　１以上のＳＢＣのポリスチレン末端ブロックと相溶性の１以上の重合体、かつ、
（ｃ）　１以上のＳＢＣの鎖間に共有結合を誘導できる１以上の架橋剤、
を含むエラストマー性スチレン系ブロック共重合体組成物が提供され、
ここで、当該少なくとも１つのＳＢＣは、化学的な架橋を可能にする二重結合のような反
応性官能基をそのエラストマー性中間ブロック中に含み、
当該１以上の相溶性重合体は、ポリスチレン樹脂、αメチルスチレン樹脂、αメチルスチ
レンやパラメチルスチレンのようなアルキルアレーン単量体の共重合体及びこれらの混合
物からなる群から選択され、かつ、
当該１以上の架橋剤は、少なくとも２つの炭素－炭素二重結合を含む、芳香族、脂肪族及
びヘテロ原子のモノマー及びオリゴマー、例えば、トリメチロールプロパントリアクリレ
ート（ＴＭＰＴＡ）、トリメチロールプロパントリメタクリレート（ＴＭＰＴＭＡ）、エ
ポキシアクリレート、ウレタンアクリレート、トリアリルシアヌレート、トリアリルイソ
シアヌレートなどの多官能性アクリレート、1,8-ジメルカプト-3,6-ジオキサオクタン、
トリメチロールプロパントリス(3-メルカプトプロピオネート)、ペンタエリスリトールテ
トラキス(3-メルカプトプロピオネート)、エトキシ化トリメチロールプロパントリ(3-メ
ルカプトプロピオネート)などの官能性チオール、及び、ビニル基又はアリル基を有する
他の多機能化合物、並びにこれらの混合物からなる群から選択され、当該ＳＢＣは100,00
0g/molを超える分子量（Ｍｎ）を有し、かつ、当該相溶性重合体は10,000g/mol未満の分
子量（Ｍｎ）を有する。
【００８８】
　別の代表的な態様では、薄肉弾性膜を含む層は、例えば、潤滑剤、帯電防止剤、一次及
び二次酸化防止剤、着色剤又は処理剤などの、ポリマー業界、特に手袋業界で従来使用さ
れている他の補助剤をさらに含んでもよい。
【００８９】
　別の代表的な態様では、
（ａ）　１以上のＳＢＣ、
（ｂ）　１以上のＳＢＣのポリスチレン末端ブロックと相溶性の１以上の重合体、かつ、
（ｃ）　１以上のＳＢＣの鎖間に共有結合を誘導できる１以上の架橋剤、
を含むエラストマー性スチレン系ブロック共重合体組成物が提供され、
ここで、当該１以上のＳＢＣは、ＳＩＳ、ＳＢＳ又はそれらの混合物からなる群から選択
され、
当該少なくとも１つのＳＢＣは、化学的な架橋を可能にする二重結合のような反応性官能
基をそのエラストマー性中間ブロック中に含み、かつ、
当該１以上の相溶性重合体は、ポリスチレン樹脂、αメチルスチレン樹脂、αメチルスチ
レンやパラメチルスチレンのようなアルキルアレーン単量体の共重合体及びこれらの混合
物からなる群から選択され、かつ、
当該１以上の架橋剤は、1,8-ジメルカプト-3,6-ジオキサオクタン、トリメチロールプロ
パントリス(3-メルカプトプロピオネート)、ペンタエリスリトールテトラキス(3-メルカ
プトプロピオネート)、エトキシ化トリメチロールプロパントリ(3-メルカプトプロピオネ
ート)などの官能性チオール、及びそれらの混合物からなる群から選択され、当該ＳＢＣ
は100,000g/molを超える分子量（Ｍｎ）を有し、かつ、当該相溶性重合体は10,000g/mol
未満の分子量（Ｍｎ）を有する。
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【００９０】
　別の代表的な態様では、１以上のＳＢＣ、１以上のＳＢＣの１以上のポリスチレン末端
ブロックと相溶性の１以上の重合体、及び１以上のＳＢＣの鎖間に共有結合を誘導できる
１以上の架橋剤を結合する工程を含むＳＢＣ組成物を製造する方法が提供され、
ここで、当該１以上のＳＢＣは、ＳＩＳ、ＳＢＳ、ＳＩＢＳ、S-イソブチレン-S、ＳＥＢ
Ｓ、ＳＥＰＳ、ＳＥＥＰＳ、又は、中間ラバーブロックにグラフトされた反応性基、例え
ば、カルボン酸、アミン、アルコール、マレイン酸無水物、エポキシ、イソシアン酸塩及
びアジリジン、又はこれらの組合せで官能基化されたＳＢＣからなる群から選択され、
当該１以上の相溶性重合体は、ポリスチレン樹脂、クマロン－インデン樹脂、ポリインデ
ン樹脂、ポリ（メチルインデン）樹脂、ビニルトルエン－αメチルスチレン樹脂、αメチ
ルスチレン樹脂、ポリフェニレンエーテル、αメチルスチレンやパラメチルスチレンのよ
うなアルキルアレーン単量体の共重合体、ロジンエステル、スチレン化テルペン類、ポリ
テルペン類、テルペン フェノール類、及びこれらの混合物からなる群から選択され、か
つ、
当該１以上の架橋剤は、少なくとも２つの炭素－炭素二重結合を含む、芳香族、脂肪族及
びヘテロ原子のモノマー及びオリゴマー、例えば、トリメチロールプロパントリアクリレ
ート（ＴＭＰＴＡ）、トリメチロールプロパントリメタクリレート（ＴＭＰＴＭＡ）、エ
ポキシアクリレート、ウレタンアクリレート、トリアリルシアヌレート、トリアリルイソ
シアヌレートなどの多官能性アクリレート、1,8-ジメルカプト-3,6-ジオキサオクタン、
トリメチロールプロパントリス(3-メルカプトプロピオネート)、ペンタエリスリトールテ
トラキス(3-メルカプトプロピオネート)、エトキシ化トリメチロールプロパントリ(3-メ
ルカプトプロピオネート)などの官能性チオール、及び、ビニル基又はアリル基を有する
他の多機能化合物、並びにこれらの混合物からなる群から選択される。
【００９１】
　別の代表的な態様では、１以上のＳＢＣ、１以上のＳＢＣの１以上のポリスチレン末端
ブロックと相溶性の１以上の重合体、及び１以上のＳＢＣの鎖間に共有結合を誘導できる
１以上の架橋剤を結合する工程を含むＳＢＣ組成物を製造する方法が提供され、
ここで、当該１以上のＳＢＣは、ＳＩＳ、ＳＢＳ、ＳＩＢＳ、S-イソブチレン-S、ＳＥＢ
Ｓ、ＳＥＰＳ、ＳＥＥＰＳ、又は、中間ラバーブロックにグラフトされた反応性基、例え
ば、カルボン酸、アミン、アルコール、マレイン酸無水物、エポキシ、イソシアン酸塩及
びアジリジン、又はこれらの組合せで官能基化されたＳＢＣからなる群から選択され、
当該１以上の相溶性重合体は、ポリスチレン樹脂、クマロン－インデン樹脂、ポリインデ
ン樹脂、ポリ（メチルインデン）樹脂、ビニルトルエン－αメチルスチレン樹脂、αメチ
ルスチレン樹脂、ポリフェニレンエーテル、αメチルスチレンやパラメチルスチレンのよ
うなアルキルアレーン単量体の共重合体、ロジンエステル、スチレン化テルペン類、ポリ
テルペン類、テルペン フェノール類、及びこれらの混合物からなる群から選択され、か
つ、
当該１以上の架橋剤は、少なくとも２つの炭素－炭素二重結合を含む、芳香族、脂肪族及
びヘテロ原子のモノマー及びオリゴマー、例えば、トリメチロールプロパントリアクリレ
ート（ＴＭＰＴＡ）、トリメチロールプロパントリメタクリレート（ＴＭＰＴＭＡ）、エ
ポキシアクリレート、ウレタンアクリレート、トリアリルシアヌレート、トリアリルイソ
シアヌレートなどの多官能性アクリレート、1,8-ジメルカプト-3,6-ジオキサオクタン、
トリメチロールプロパントリス(3-メルカプトプロピオネート)、ペンタエリスリトールテ
トラキス(3-メルカプトプロピオネート)、エトキシ化トリメチロールプロパントリ(3-メ
ルカプトプロピオネート)などの官能性チオール、及び、ビニル基又はアリル基を有する
他の多機能化合物、並びにこれらの混合物からなる群から選択され、当該ＳＢＣは100,00
0g/molを超える分子量（Ｍｎ）を有し、かつ、当該相溶性重合体は10,000g/mol未満の分
子量（Ｍｎ）を有する。
【００９２】
　別の代表的な態様では、１以上のＳＢＣ、１以上のＳＢＣの１以上のポリスチレン末端
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ブロックと相溶性の１以上の重合体、及び１以上のＳＢＣの鎖間に共有結合を誘導できる
１以上の架橋剤を結合する工程を含むＳＢＣ組成物を製造する方法が提供され、
ここで、当該少なくとも１つのＳＢＣは、化学的な架橋を可能にする二重結合のような反
応性官能基をそのエラストマー性中間ブロック中に含み、かつ、
当該１以上の相溶性重合体は、ポリスチレン樹脂、クマロン－インデン樹脂、ポリインデ
ン樹脂、ポリ（メチルインデン）樹脂、ビニルトルエン－αメチルスチレン樹脂、αメチ
ルスチレン樹脂、ポリフェニレンエーテル、αメチルスチレンやパラメチルスチレンのよ
うなアルキルアレーン単量体の共重合体、ロジンエステル、スチレン化テルペン類、ポリ
テルペン類、テルペン フェノール類、及びこれらの混合物からなる群から選択され、か
つ、
当該１以上の架橋剤は、少なくとも２つの炭素－炭素二重結合を含む、芳香族、脂肪族及
びヘテロ原子のモノマー及びオリゴマー、例えば、トリメチロールプロパントリアクリレ
ート（ＴＭＰＴＡ）、トリメチロールプロパントリメタクリレート（ＴＭＰＴＭＡ）、エ
ポキシアクリレート、ウレタンアクリレート、トリアリルシアヌレート、トリアリルイソ
シアヌレートなどの多官能性アクリレート、1,8-ジメルカプト-3,6-ジオキサオクタン、
トリメチロールプロパントリス(3-メルカプトプロピオネート)、ペンタエリスリトールテ
トラキス(3-メルカプトプロピオネート)、エトキシ化トリメチロールプロパントリ(3-メ
ルカプトプロピオネート)などの官能性チオール、及び、ビニル基又はアリル基を有する
他の多機能化合物、並びにこれらの混合物からなる群から選択され、当該ＳＢＣは100,00
0g/molを超える分子量（Ｍｎ）を有し、かつ、当該相溶性重合体は10,000g/mol未満の分
子量（Ｍｎ）を有する。
【００９３】
　別の代表的な態様では、１以上のＳＢＣ、１以上のＳＢＣの１以上のポリスチレン末端
ブロックと相溶性の１以上の重合体、及び１以上のＳＢＣの鎖間に共有結合を誘導できる
１以上の架橋剤を結合する工程を含むＳＢＣ組成物を製造する方法が提供され、
ここで、当該少なくとも１つのＳＢＣは、化学的な架橋を可能にする二重結合のような反
応性官能基をそのエラストマー性中間ブロック中に含み、かつ、
当該１以上の相溶性重合体は、ポリスチレン樹脂、αメチルスチレン樹脂、αメチルスチ
レンやパラメチルスチレンのようなアルキルアレーン単量体の共重合体及びこれらの混合
物からなる群から選択され、かつ、
当該１以上の架橋剤は、少なくとも２つの炭素－炭素二重結合を含む、芳香族、脂肪族及
びヘテロ原子のモノマー及びオリゴマー、例えば、トリメチロールプロパントリアクリレ
ート（ＴＭＰＴＡ）、トリメチロールプロパントリメタクリレート（ＴＭＰＴＭＡ）、エ
ポキシアクリレート、ウレタンアクリレート、トリアリルシアヌレート、トリアリルイソ
シアヌレートなどの多官能性アクリレート、1,8-ジメルカプト-3,6-ジオキサオクタン、
トリメチロールプロパントリス(3-メルカプトプロピオネート)、ペンタエリスリトールテ
トラキス(3-メルカプトプロピオネート)、エトキシ化トリメチロールプロパントリ(3-メ
ルカプトプロピオネート)などの官能性チオール、及び、ビニル基又はアリル基を有する
他の多機能化合物、並びにこれらの混合物からなる群から選択され、当該ＳＢＣは100,00
0g/molを超える分子量（Ｍｎ）を有し、かつ、当該相溶性重合体は10,000g/mol未満の分
子量（Ｍｎ）を有する。
【００９４】
　別の代表的な態様では、１以上のＳＢＣ、１以上のＳＢＣの１以上のポリスチレン末端
ブロックと相溶性の１以上の重合体、及び１以上のＳＢＣの鎖間に共有結合を誘導できる
１以上の架橋剤を結合する工程を含むＳＢＣ組成物を製造する方法が提供され、
ここで、当該少なくとも１つのＳＢＣは、化学的な架橋を可能にする二重結合のような反
応性官能基をそのエラストマー性中間ブロック中に含み、かつ、
当該１以上の相溶性重合体は、ポリスチレン樹脂、αメチルスチレン樹脂、αメチルスチ
レンやパラメチルスチレンのようなアルキルアレーン単量体の共重合体及びこれらの混合
物からなる群から選択され、かつ、
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当該１以上の架橋剤は、1,8-ジメルカプト-3,6-ジオキサオクタン、トリメチロールプロ
パントリス(3-メルカプトプロピオネート)、ペンタエリスリトールテトラキス(3-メルカ
プトプロピオネート)、エトキシ化トリメチロールプロパントリ(3-メルカプトプロピオネ
ート)などの官能性チオール、及びそれらの混合物からなる群から選択され、当該ＳＢＣ
は100,000g/molを超える分子量（Ｍｎ）を有し、かつ、当該相溶性重合体は10,000g/mol
未満の分子量（Ｍｎ）を有する。
【００９５】
　別の代表的な態様では、この明細書に記載された代表的な態様のいずれか１つの開示に
従う少なくとも１つのＳＢＣ組成物又は相溶性重合体混合物から、浸漬製品を製造する方
法が提供され、ここで、製造される浸漬製品の外形に対応する外側型が、事前に特定可能
な期間、１以上のＳＢＣ組成物又は相溶性重合体混合物を含む浸漬溶液に浸漬され、その
後、前記浸漬製品は、前記溶液から取り出され、乾燥させる。
【００９６】
　次いで、製品、特に乾燥された製品は、放射線、例えば、電子線、γ線、ＵＶ又はＸ線
照射にさらされてもよい。
【００９７】
　別の代表的な態様では、この明細書に記載された代表的な態様のいずれか１つの開示に
従う１以上のＳＢＣ組成物、又は相溶性重合体混合物を含む薄膜が提供され、ここで、当
該薄膜は、ASTM 3577に従って測定した場合、１７ＭＰａを超える引張強度を有し、かつ
、当該薄膜は実質的に有機溶媒に不溶である。
【００９８】
　別の代表的な態様では、この明細書に開示された好ましい態様のいずれか１つに従う１
以上のＳＢＣ組成物、又は相溶性重合体混合物を含む薄膜が提供される。
【００９９】
　この明細書に開示された代表的な態様のいずれかによる薄膜は、約１０～約５００ミク
ロン又は約１５０～約２５０ミクロンの厚さであってもよい。
【０１００】
　この明細書に開示された代表的な態様のいずれかによる薄膜は、５００ミクロン未満、
４００ミクロン未満、３００ミクロン未満又は２００ミクロン未満の厚さであってもよい
。
【０１０１】
　別の代表的な態様では、手袋又はコンドームといった製造物品が提供され、ここで、当
該製造物品は、この明細書に開示された代表的な態様のいずれか１つに従う１以上のＳＢ
Ｃ組成物又は相溶性重合体混合物を含む。
【０１０２】
機械的性質
　この開示によれば、ＳＢＣ組成物又は相溶性重合体混合物は、１．０ＭＰａ未満又は０
．７０ＭＰａ未満の１００％伸び率を有してもよい。
【０１０３】
　この開示によれば、薄肉弾性製品は、１．０ＭＰａ未満又は０．７０ＭＰａ未満の１０
０％伸び率を有してもよい。
【０１０４】
　この開示によれば、薄肉弾性製品は、EN455-2及びISO10282に準拠した、つまり９Ｎ（
劣化していない膜で測定）を超える破断力を有してもよい。
【０１０５】
　この開示によれば、薄肉弾性製品は、ASTM D3577に準拠した、つまり１７ＭＰａｓ（劣
化していない膜）を超える引張強度を有してもよい。
【０１０６】
　ＳＢＣ組成物、相溶性重合体混合物又は薄肉弾性製品は、上述の機械的性質の任意の組
み合わせを有してもよい。



(22) JP 2020-523472 A 2020.8.6

10

20

30

40

50

【０１０７】
組成物
　この開示の態様によれば、組成物は、ＰＨＲ（１００ゴムあたり）で表され、ゴムは１
以上のＳＢＣである。組成物中の成分の例示的な範囲は以下のものを含む：
・相溶性重合体：０．２５～１００ｐｈｒ、好ましくは５～５０ｐｈｒ
・可塑剤／可撓化剤：０～２００ｐｈｒ、好ましくは２０～７５ｐｈｒ
・架橋剤：０．０１～５ｐｈｒ、好ましくは０．０５～１ｐｈｒ
・光開始剤：０～５ｐｈｒ、好ましくは０～２ｐｈｒ。
【０１０８】
定義と構成
　本明細書に開示の薄肉弾性浸漬製品、例えば手袋、特に医療用手袋、及びコンドームは
、約１０～約５００ミクロン又は約１５０～約２５０ミクロンの厚さであってもよい。
【０１０９】
　浸漬製品は、単一の層でもよく又は多層であってもよい。多層製品は、同じ重合体組成
物又は異なる重合体組成物を含む層を含んでもよい。
【０１１０】
実施例
　以下の実施例は、本明細書で開示された組成物を説明し、また、この開示を説明するこ
とを意図している。実施例は、決して、この開示の範囲を限定するものとして解釈される
べきではない。
【０１１１】
　この開示は、特定の態様により説明されているが、この説明は、この開示の範囲を例示
することを意図するもので、この開示の範囲を限定することを意図するものではないこと
を理解されたい。他の態様、利点及び変更は、この開示に関係する当業者にとって明らか
であろう。したがって、実施例は、開示された組成物を作成し、使用する方法の完全な開
示及び説明を当業者に提供するために説明されており、この開示の範囲を限定することを
意図したものではない。
【０１１２】
実施例１
　以下の実施例は、この開示によれば、組成物の改善された性能（機械的性質及び耐薬品
性）を示す。
【０１１３】
　粘度１５０ｍＰａｓ（濃度１０％のトルエン中、２５℃）のスチレン－ブタジエン－ス
チレン共重合体（ＳＢＳ）、スチレン及び置換スチレンに基づく相溶性重合体（Mn=800g/
mol、多分散性指数＝２．８）、４０°Ｃで粘度６８ｍＰａｓの白色鉱油としての可塑剤
、及びトリメチルプロパントリス(3-メルカプトプロピオネート)としての架橋剤を、メチ
ルシクロヘキサン及びトルエンの混合物（８：２）に溶解し、１８重量％の固形分を有す
る溶液を調製した。
【０１１４】
　以下の表に示す、異なる量の架橋剤及び相溶性重合体（「Ｐ」）を使用した。
【０１１５】
　可塑剤の量は５０ｐｈｒで、１ｐｈｒのポリフェノール系酸化防止剤を重合体溶液に添
加した。
【０１１６】
　溶液を、溶媒の蒸発を防ぐためにふたをした適切な容器中に周囲温度で保管した。浸漬
速度を制御する浸漬ロボットを用いて磁器製の型を溶液に浸漬した後、溶媒を蒸発させ、
膜を得た。ストリッピングの前に、膜を７０℃で１時間乾燥し、次いで、５０℃で６時間
の最終乾燥を行い、微量の残留溶媒を除去した。
【０１１７】
　次いで、膜に25±2kGyの線量の電子線照射を行った。
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【０１１８】
　照射を受けた膜の耐薬品性を、様々な手段で評価した。理想的には、試験方法は、化学
物質への実際の暴露条件を再現するものでなければならない。
【０１１９】
　この実施例では、ＳＢＣ組成物は手袋に用いることを意図していたため、膜の耐薬品性
を評価するために以下の試験を採用した。
１）　スワブ試験：０．５ｇの純粋なメタクリル酸メチル単量体を綿棒に浸み込ませ、前
もってわずかに張力をかけた膜に塗布した。接触時間は、わずかな圧力の下で、１０秒で
あった。試験を３回繰り返し、その後、膜の抵抗性を試験した。
２）　膨潤試験：膜から直径２５ｍｍのディスクを切り取り、２０ｍｌのＭＥＫを含むビ
ーカー中に５分間、わずかに攪拌しながら入れた。５分後、ディスクを取り外し、その外
面をティッシュできれいにし、ディスクの直径を測定した。膨潤率を、１００×（膨潤後
の直径(mm)－２５）／２５として測定した。
機械的性質を、手術用手袋のASTM 3577に従って測定した。老化していない合成２型材料
では、引張強度の下限は１７ＭＰａである。
結果を以下の表に示す。
【０１２０】
【表１】

【０１２１】
　これらの結果は、ＳＢＳはトリメチロールプロパントリス(3-メルカプトプロピオネー
ト)で効率的に化学架橋できることを示す。
【０１２２】
　この実施例は、ＳＢＣ、架橋剤及び相溶性重合体を組み合わせた組成物が、
－　ＳＢＣ単独（試料１）
－　架橋剤を配合しないで相溶性重合体と組み合わせたＳＢＣ（試料２）
－　相溶性重合体を配合しないで架橋剤と組み合わせたＳＢＣ（試料４）
より大きな機械的性質を示すことを物語る。
【０１２３】
　試料３は、試料１又は２と比較して、耐薬品性が大幅に改善されたことも示す。最後に
、試料３の手袋が、引張強度に関するASTM仕様を通過する唯一のサンプルであることがわ
かる。また、得られる膜は非常に柔らかい（１００％伸び率＝０．６８ＭＰａ）。
【０１２４】
実施例２
　試料１～４で使用されているＳＢＳ共重合体を置き換えるために、粘度４５ｍＰａｓ（
濃度１０％のトルエン中、２５℃）のスチレン－イソプレンジブロック共重合体を含むス
チレン－イソプレン－スチレン共重合体（ＳＩＳ）を使用した。
【０１２５】
　相溶性重合体は、２０ｐｈｒのスチレン及び置換スチレン（Mn=800g/mol、多分散性指
数＝２．８）に基づき、可塑剤も可撓化剤も含まない。架橋剤は、１ｐｈｒのトリメチロ
ールプロパントリメタクリレートである。
【０１２６】
　試料１～４に関し、溶媒蒸発後に膜を得、その後、50±3kGyの線量の電子線を照射する
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【０１２７】
　膜の機械的性質は１７．１ＭＰａで、スワブ試験で優れた耐薬品性を有する。
【０１２８】
実施例３
　以下の重合体の組合せを用い、多層膜を製造した：
－　上記試料３に記載のスチレン－ブタジエン－スチレンブロック共重合体組成物からな
る厚さ８０±１０μｍの第１層
－　高分子量スチレン－エチレン／ブチレン－スチレン（ＳＥＢＳ）からなる厚さ１４０
±２０μｍの第２層。
このＳＥＢＳは、粘度７５ｃｐ（５％のトルエン）の放射状構造で、３１％のポリスチレ
ンを含む。相溶性重合体は、２５ｐｈｒのスチレン及び置換スチレン（Mn=800g/mol、多
分散性指数＝２．８）に基づき、可塑剤の量は６０ｐｈｒである。架橋剤は、０．２ｐｈ
ｒのトリメチルプロパントリス(3-メルカプトプロピオネート)である。多層膜に、40kGy
±3の電子線照射を行った。この膜の分析の結果、２０．５ＭＰａの引張強度とスワブ試
験での優れた耐性が示された。
【０１２９】
　簡潔にするため、本明細書に特定の範囲のみ明示的に開示する。しかし、任意の下限と
任意の上限、任意の下限と他の任意の下限又は任意の上限と他の任意の上限を組み合わせ
て、明示的に記載されていない範囲を暗示することがでる。
【０１３０】
　引用されたすべての文献は、組み込みが許可されるすべての法律において、及び本明細
書における開示と一致する範囲において、参照により本明細書中に完全に組み込まれる。
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